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委員（理事） 猿渡真吾 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（事務局 辻） 
前月号でもご案内のとおり、本会は支部化と代議員制度を導入するため制度設計の検討を開始しました。 
今号から毎月その内容や経過報告、お知らせ等をご案内してまいります。定款改正が必要な代議員制度

の導入になるため、基本的な骨組みとなる事項だけは定款に盛り込む必要があります。まずは大まかな構
想をご理解いただくため、Ｑ＆Ａを作成しました。細かい内容は順次検討してまいります。支部化につい
ては定款の改正は必要ないので、並行して検討を進めます。以下の内容をご確認いただき、何かご不明な
点やご意見がありましたら、パブリックコメントを受け付けておりますので、遠慮なくご連絡ください。 

 

１．Ｑ＆Ａ 【注】以下、現時点での構想（一案）であり、最終決定したものではありません。 

Ｑ１．他県で代議員制度を導入している社会福祉士会はありますか？ 

  ●(公社)神奈川県社会福祉士会と(一社)千葉県社会福祉士会が導入しています。 

Ｑ２．代議員制度を導入する最も切実な理由は何ですか？ 

  

●会員数が数千人規模の法人では社員総会に際し、社員全員が一堂に会して議論、議決を
することが物理的にも、技術的にも事実上困難なためです。 

●社員総会は、会員（社員）の過半数が出席することで開催されますが、決議内容（例え
ば定款改正等）によっては総社員の３分の２以上の賛成多数をもって決議を行う必要が
あり、書面表決による議決権行使をお願いするとしても、数千人規模の法人では書面を
集めるだけでも多大な労力と費用が不可避で、現実的に困難なためです。 

Ｑ３．代議員制度を導入するには定款の改正が必要ですか？ 

  

●はい。代議員制度を採用するときは、定款にその骨子を定めなければならないので、定
款改正が必要になります。 

●定款に記載すべき内容は、内閣府が用意したモデル定款の記載内容に従って記載する
必要がありますので、極力それにならって作成します。 

●現定款の改正になるので、現定款の定めに従い、臨時社員総会を開催し正会員の３分の
２以上の賛成多数の決議が必要です。その際は、また皆さまのご協力をお願いします。 

Ｑ４．代議員制を採用する場合に定款に定めるべき要件は何ですか？  

 

●以下の５要件を満たさなければならないとされています。（公益認定等ガイドライン） 
(1).代議員を選出するための制度の骨格（定数、任期、選出方法、欠員措置等）が定めら

れていること 
(2).各会員について、代議員を選出するための代議員選挙で等しく選挙権及び被選挙権

が保障されていること 
(3).代議員選挙が理事及び理事会から独立して行われていること 
(4).選出された代議員が責任追及の訴え、社員総会決議取消しの訴えなど法律上認めら

れた各種訴権を行使中の場合には、その間、当該代議員の任期が終了しないこととして
いること 

(5).会員に代議員と同等の情報開示請求権等を付与すること 
●これらの要件に関しては、モデル定款の記載内容をそのまま記載します。 

支部化・代議員制度導入にむけて 検討内容経過報告 No.3 

6dop No.2 

支部化・代議員制の検討委員を拝命いたしました猿渡と申します。8月 17日に開催された臨時理事
会において「支部化」「代議員制」について両輪の検討を行う方針が確認され、伴って委員会組織が承
認されました。 
当委員会の委員長は林田副会長、各ブロック担当理事、事務局も加わり総勢 10名で検討を開始しま

した。広い福岡で「ひとつになること」と各地域で「顔が見えてつながること」に分けて、会員同士
が地域でより活動的な取り組みを実践できるようにするための取り組みです。支部化に関していえば、
現在「ブロック」として県内を４つにわけておりますが、「支部」として体制の拡充を図ること、「代
議員制」については他の専門職団体では既に「代議員制」を導入されている団体も多いと聞きます。 
委員会において他の社会福祉士会や各専門職団体における「支部」や「代議員」の課題も併せて取

り上げながら、委員として本腰を入れて検討してまいります。会員の皆様より忌憚のないご意見をお
寄せください。 



ふくおか社会福祉士通信 （202５年１０月号） 

3 

Ｑ５．代議員制度を導入して大きく変わる点は？ 

 

●これまでの社員総会は正会員全員が一つ議決権を有していますが、代議員制度が導入
されると、会員数に応じた一定割合で代議員数を定め、代議員選挙で選ばれた代議員だ
けが議決権をもって総会（代議員総会）に出席する形になります。 

●よって総会は、「社員総会」から「代議員総会」に変わります。 
●代議員の議決をもって総会（代議員総会）の総意とする仕組みになります。 

Ｑ６． 代議員の人数は何人になりますか？ いまの構想は？ 

 
●神奈川県社会福祉士会では、概ね正会員５０人当たり１人の割合で代議員を選出して
いますので、本会も同様に正会員５０人当たり１人の割合で選出する考えです。 

●本会の会員総数が 2,000人の場合は、計算上代議員数は４０人になります。 

Ｑ７． 代議員はどうやって選出するのですか？ 

 ●代議員は、立候補した正会員の中から代議員選挙で当選した人が選出されます。 

Ｑ８．代議員の任期は何年ですか？ 

 

●これも神奈川県社会福祉士会にならい、１期２年間とし、連続して４期を超えない形
（最長８年）にする考えです。 

●代議員選挙の当選者が代議員として選任され、最初に開催される定時代議員総会の終
結の時から、２年後に開催される定時代議員総会の終結の時までが任期となります。 

Ｑ９．代議員選挙の選挙区についての構想（案）を教えてください 

 

●選挙区の構想については、いま一案として次のとおり区割りを考えています。 
（１）全県選挙区 
（２）ブロック選挙区 …… 次の４選挙区 
  ①福岡ブロック選挙区 ②北九州ブロック選挙区 ③筑豊ブロック選挙区 
  ④筑後ブロック選挙区 
●会員は、全県選挙区と自分の選挙区の２つでそれぞれ投票できるよう考えています。 
●選挙区の定数については、（１）全県選挙区と（２）ブロック選挙区、それぞれ代議員
定数の半々とする構想です。 

●ブロック毎の各定数については、正会員数の割合で比例配分して定める予定です。 

Ｑ１０．ブロックの区域を教えてください 

 

●「ブロックの活動及び運営に関する規程」で定めている区域は以下のとおりです。 
①福岡ブロック…福岡市、宗像市、古賀市、春日市、大野城市、太宰府市、筑紫野市、

糸島市、福津市、那珂川市、糟屋郡 
②北九州ブロック…北九州市、中間市、行橋市、豊前市、遠賀郡、京都郡、築上郡 
③筑豊ブロック…飯塚市、田川市、直方市、嘉麻市、宮若市、鞍手郡、田川郡、嘉穂郡 
④筑後ブロック…小郡市、久留米市、筑後市、八女市、大川市、柳川市、大牟田市、

朝倉市、うきは市、朝倉郡、三井郡、八女郡、三潴郡 

Ｑ１１．全県選挙区はどういう選挙区ですか？ 

 

●ブロックの垣根を越えた、県内全域の大選挙区的な選挙区としています。 
●ただし、この選挙区からの立候補条件は、本会の役員（理事または監事）経験者に限定
する形で構想しています。 

●本会のリーダー的先駆者でもあり知名度もある方々です。過去の役員経験で得た経営
感覚を今後代議員として活かしていただく期待度も高く、立候補を期待しています。 

●下記のブロック選挙区では、会員が自分の選挙区の立候補者にしか投票できないのに
対して、広く垣根を越えた人選・投票が可能になるというメリットがあります。 

●役員経験者の名簿については、毎年６月に開催する定時社員総会の「議案資料集」の最
終ページをご参照ください。なお、役員経験者は本会の創立時まで遡り、対象とします。 

（※正会員の役員経験者数は、現役員を除いておよそ 90人です。） 

Ｑ１２．ブロック選挙区はどういう選挙区ですか？ 

 

●まず自宅住所のあるブロックを会員の選挙区とします。ただし自宅が県外の場合は、勤
務先のあるブロックを選挙区とします。 

●現職の役員、及び役員経験者以外、誰でも立候補することができ、またブロック内で立
候補者への投票ができる選挙区です。 

●役員経験者は、全県選挙区が対象なので、ブロック選挙区から立候補することはできま
せん。 
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Ｑ１３．立候補者の情報はどのように開示されますか？ 

 
●立候補者が選挙管理委員会へ提出した立候補届を基に、選挙管理委員会がホームペー

ジに情報を公開する予定です。詳細は今後詰めていきます。 

Ｑ１４．投票はいつどのように行いますか？ 

 

●各選挙区の立候補者数が定数を上回った場合にのみ投票を行いますが、定数と同数の
場合は無投票当選とするので、投票はなくなります。 

●投票方法については、電子投票を基本形として考えています。ただし、電子投票がで
きないかたには、書面による郵送投票も可能にする予定です。 

Ｑ１５．立候補者数が定数に満たなかった場合はどうしますか？ 

 

●定数に満たなかった時にそなえ、会員から予め代議員としてふさわしいと思う人物を
推挙できるようシステム化し、「代議員推挙届」を選管が受け付けます。 

●推挙する人は、被推挙人に予め必ず内諾を得た上で推挙届を選管に提出します。定数
に満たなかった時、選管はこれを基に、被推挙人に立候補を打診することとします。 

●推挙できる候補者は、全県選挙区から１名、所属するブロック選挙区から１名の計２
名とする考えです。 

Ｑ１６．代議員を選出する年と役員を改選する年との関係は、どうなりますか？ 

 

●代議員制度導入の時期は重要で、役員の改選と代議員の改選は同じ年に同時に行うこ
とはできません。そのためには、役員改選はこれまで同様西暦の偶数年に、代議員改選
は奇数年にする等交互に実施していく仕組みが絶対に必要です。 

●2026年度は役員改選の年ですから、2027年度から代議員制度が稼働できるように準備
をしていきますので、タイトなスケジュールですが、ご協力をお願いいたします。 

Ｑ１７．代議員が任期中に欠けたときはどうなりますか？ 

 

●任期中に代議員が他県への転居や退会（死亡含む）することもシステム上想定してお
かなければならないため、予め「予備代議員」を決めておくようにします。 

●予備代議員は、同一選挙区の代議員選挙で次点となった方を１名決めておく予定で、
代議員が欠けたときは、その予備代議員を繰上げ当選にする考えです。 

●繰上げ当選した代議員の任期は、前任者の残任期間となります。 

Ｑ１８．結局、代議員と役員（理事・監事）の棲み分けはどうなりますか？ 

 

【立場】 
●現職の役員は、代議員にはなれません。（立候補不可、代議員への投票も不可） 
●現職の代議員は、役員にはなれません。（立候補不可） 
●内閣府の「公益認定等ガイドライン」の規定に従い、代議員選挙は理事及び理事会から
独立して行われなければなりません。 

【役割】 
●役員は、法人の経営者です。 
 代議員総会では、役員に議決権はありません。 
●代議員は、「一般法人法」上の社員です。年に１回定時代議員総会（6 月）に出席して
いただきます。臨時代議員総会が開催された場合には、こちらもご出席いただきます。 

 代議員総会では、各選挙区からの代表者として議決権があります。 
 代議員総会では、役員の経営や業務執行内容について意見を述べる事ができます。 

Ｑ１９．代議員総会に一般の正会員は参加できませんか？ 

  

●代議員以外の正会員も代議員総会に出席し傍聴することができます。議決権はありま
せんが、これまで同様質問や意見を述べることはできます。 

●予め傍聴席の定員を設けます。事前に参加の申込みをしていただき、定員の範囲内で先
着順受付とします。 

 

２．パブリックコメントを募集します（ 第２回受付 ） 

支部化と代議員制度の導入に向けて、鋭意制度設計を整理し詰めてまいりま
すので、会員の皆さまから、まず制度設計についてぜひ建設的なご意見をいた
だきたくお願いいたします。 

ご意見は、右記ＱＲコードから 10月 15日(水)までにお寄せください。 
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３．代議員制度導入に向けたスケジュール概要について 
 
上記Ｑ＆ＡのＱ１６でご案内のとおり、役員の改選と代議員の改選は同じ年に同時に行うことはで

きません。役員改選は 2026 年に行いますので、代議員制度の導入はその翌年の 2027 年に開始できる
よう準備を進めます。以降、西暦偶数年に役員改選、西暦奇数年に代議員改選を交互に行っていく仕
組みにしてまいります。以上、これを前提として、2027年の代議員制度導入に向けたスケジュールを
下記のとおり策定しましたので、お知らせします。スケジュールは多少前後する可能性がありますが、
会員の皆さまにおかれましては、ご理解とご協力をお願いいたします。 

 

 2025年 2026年 2027年 

パブリックコメント受付（計４回） 

※会員の皆さまご意見をお寄せください 

～12 月   

関連諸規程の整備検討 

（定款改正案、規則・規程の制定案検討） 

 2 月末 

 
 

臨時社員総会議案の理事会承認 
（定款改正案、規則・規程の制定案） 

 3 月 15 日 

●理事会 

 

臨時社員総会議案書の配布 
※全会員に議案書を郵送します 

 4 月上旬 

  ● 
 

臨時社員総会議案の書面表決受付 
※会員の皆さまご協力をお願いします 

   

臨時社員総会の開催 
（定款改正案、規則案の議決） 

 12 月上旬 

● 
 

代議員選挙の公示 

※選挙管理委員会 

 10 月  

  ★ 
 

代議員選挙（立候補受付） 

※立候補者名簿公表 

   ～2 月 

 

★4月号通信 

代議員選挙（投票） 
※電子投票 

  ～４月 

   

代議員当選者氏名公表 
※通信 6.7月号に当選者名簿を掲載 

  6 月中旬 

★6・7月合併
号通信 

第１回定時代議員総会の開催 
※初代代議員の任期がスタートします 

  
6 月下旬 

● 

 
【注】今後の検討状況により、スケジュールは多少前後する場合があります。予めご了承ください。

詳細のスケジュールについては、決まり次第順次改めてご案内します。 

【注】2026 年は役員改選の準備作業と一部重なってしまうため、少し混乱が生じると思われますが、
おおかた今回だけの対応となりますので、ご理解とご協力をお願いいたします。 

【注】また何かご不明な点がございましたら、遠慮なくメールでご連絡ください。info@facsw.or.jp 

 

  

10月号通信 

mailto:info@facsw.or.jp
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４．今後のご案内予定 

来月の 11 月号では、いよいよ肝心要の定款改正（案）と２規則（案）をご覧いただきます。引き
続きパブリックコメント（第３回受付）を募集しますので、ご協力をお願いします。さらに 12月号で
は、代議員選出規程など３規程の制定（案）をご覧いただき、パブリックコメント（第４回受付）を
募集する予定です。代議員制度の導入には定款の改正だけではなく、総会承認が必要な規則の制定や
理事会承認が必要な規程の制定など、来年の３月までに順次整備をすすめてまいります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   


